
DMZ／NAT設定取扱説明書

Windows

①

パソコンの「ネットワークと共有センター」を開いて、下図の場所のイーサ

ネットやWIFI をクリックします。

「ネットワークと共有センター」は「コントロールバネル」-「ネットワーク

とインターネット」にございます。



「詳細」をクリックします。



IPv4 デフォルトゲートウェイの値を記録します。



ブラウザを開きルータのWEB設定画面を開きます。ルータに設定されている

デフォルトの IP アドレスは IPv4 デフォルトゲートウェイの値です。

アドレス欄に「IPv4 デフォルトゲートウェイの値」と入力をして Enter キ

ーを押します。

本取説の例文だと、上記の記録された IPv4 デフォルトゲートウェイの値は

10.16.5.1 ですので、よって 10.16.5.1 をアドレス欄に入力して Enter キー

を押します。



②

ルータログイン画面

ルータのログイン情報、「ユーザ名」と「パスワード」を入力します。 ユー

ザー名には初期ユーザーである「user」、「admin」、「root」を試してみ

ます。パスワードは自分で設定したパスワードを入力します。自分で設定を

した覚えがない場合やルータを設置した工事担当者が設定をした場合等は

「user」、「admin」、「password」を試してみます。

ルータ本体、ルータのセットアップカードや取扱説明書に初期ユーザー、初

期パスワードを記載することがあります。また、ルータの型番をネット検索

で初期ユーザー、初期パスワードを調べて、確認することも可能です。

パスワード忘れでログインができない場合は、ルータの初期化が必要になり

ます。

それでもルータログイン画面が表示されない場合は、ルータのメーカーにお

問い合わせください。



③

ルータ設定画面が表示されて、「詳細設定」で「DMZ」や「NAT」を開きま

す。

参考：NTT

参考：BUFFALO



参考：TPLINK

参考：ELECOM



④

DMZ設定を開いて、「有効」に設定して、DMZ IP アドレス欄に CimFAXの

IP アドレスを入力します。

「適用」をクリックします。

DMZ設定を完了後、ルータを再起動してからリモートアクセス機能は動作さ

れると思います。

参考：ELECOM



CimFAXの IP アドレスは以下の場所で確認することができます。

Windows:クライアント登録画面で、「…」をクリックして「ローカル検

索」を選択します。「周辺のCimFAX」で IP アドレスを確認することができ

ます。



Mac:「設備」をクリックして、CimFAXの情報に IP アドレスがあります。



⑤

リモートアクセス権限が持つアカウントを作成する

admin にはシステムの安全性を高めるために、リモートアクセスの権限がご

ざいません。

リモートアクセスする際に、admin 以外のユーザーアカウントでログインし

てください。

他のユーザーに「リモートアクセス」権限を与える時は、「ユーザーアカウ

ント」で設定してください。



⑥

リモートアクセス機能は外出先でどのように使用する？

Windows:

クライアント登録画面で、「…」をクリックして「リモート検索」を選択し

ます。「サーバ ID」の一欄にCimFAXのシリアル番号を入力して、「スター

ト」をクリックします。

「リモートサーバを見つけました、IP：xxxxxxxx」というメッセージが表示

されましたら、リモートアクセスの設定が有効になりました。「はい」をク

リックしてから、外出先でリモートアクセスアカウントでログインすること

ができます。

ユーザー名：リモートアクセス権限が持つアカウント

パスワード：上記アカウントのパスワード



Mac:

「設備」をクリックして、「+」を選択してください。

「指定」をクリックして、「設備の ID」の一欄にCimFAXのシリアル番号を

入力してご登録ください。



設備の ID：CimFAXのシリアル番号

設備のアカウント：リモートアクセス権限が持つアカウント

設備のパスワード：上記アカウントのパスワード



FAXGO（スマホ・タブレット端末）：

設備の ID：CimFAXのシリアル番号

設備のアカウント：リモートアクセス権限が持つアカウント

設備のパスワード：上記アカウントのパスワード

以上はリモートアクセス（遠隔操作）の設定手順でございます。


